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研究成果の概要（和文）：  

 

医療系学部のための e ラーニング英語教材を研究開発した。（１）世界の医療事情 （２）速読 

（３）医療英単語 を各ユニットに入れ、50 ユニット作成した。阪大・神戸大・大阪市大の各

医学科、神戸市看護大で使用した。その結果医学科で、wpm（一分間に読める語彙数）は、半期

で 30～40％伸び、医療英単語は 1 年間で約 1200 語習得した。また世界で活躍中のトップレベ

ルの医学者からのメッセージも組み入れ英語学習へのモチベーションを高める事が出来た。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
I have created a new, original e-learning curriculum.  The aims are to 1) broaden medical 
issues 2) increase reading speed 3) learning essential medical terms. The medical students 
at three medical schools and a nursing school have used this new material. At the medical 
schools the number of wpm has increased by 30-40% in three months, and the students have 
acquired about 1,200 words in a year.  A world-renowned doctor also appears in the 
e-learning material, and it motivates the students to work harder to learn medical 
English.  
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１． 研究開始当初の背景 

急速に超高齢化をむかえる日本では、医療
職に対する期待はますます高まり、最新の高
度な医療を行うために医師・薬剤師・看護師
が急速に進歩する世界の医療情報を素早く
入手する事は不可欠となっている。また外国
人患者を診療する件数も増えている。言うま
でもなく世界の医学・薬学・看護学の研究者
の共通語は英語である。そこで、将来の医療
を担う医学・薬学・看護学部の学生に英語を
駆使し即戦力となるような人材を育てるた
めの教育をする事が急務であり、そのような 

ESP (English for Specific Purposes)(専門に
特化した英語)教育を行う事は、国民および日
本に滞在中の外国人が質の高い医療を受け
るために大変重要であると共に、世界に通用
する医学・薬学・看護学の研究者を育てるた
めに必須である。 

しかし、これらの英語教育を系統的に行っ
ている大学はほとんどなくそのための教材
も充分ではない。（川越栄子他(2005)「 医学
部・看護学部における ESP 教育の実態と将来
像の系統的研究」科学研究費補助金（基盤研
究）(C)研究成果報告書）なお、医療系学部
では専門科目が始まると専門知識の習得に
多忙で英語学習に使用できる時間は少なく
なるので低学年において専門英語の基礎力
をつけさせておく事が必要である。しかし英
語の授業時間が少なく授業時間内で成果を
あげるのは困難であるので授業時間以外に
時間をかけて自習できる教材を開発するこ
とが急務である。 
 
 
２．研究の目的 
 医療系 ESP の教育方法を開発する事が究極
の目的であるが、今回は、医療系学生が、授
業時間以外に自習できる eラーニング教材を
開発し、試用させその効果を検証することを
目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 e ラーニング教材を開発し、3 医学科  
(大阪大学、神戸大学、大阪市立大学)、神戸
市看護大学で使用した。 
(1) 世界の医療事情 

専門分野では学ぶことのない世界の医
療事情を英語で読み、広い視野を広げる。 
例えば、世界の手洗いデー、耳の不自由
な人のカルチャー、アメリカの医学部教
育、医療経済等で学生には興味深いもの
である。これらの素材は VOA の
transcript から医療関係のニュースを
集めた。 
 

(2) 速読 
速く正確に読む力を高めるために(1)  
の文章を読み、wpm（１分間に読める語 
数）を計測できるシステムを開発し、wpm 
を報告させ、速読力の伸びを計測した。 
 

(3) 医療英単語 
医療・医学研究に必要な基本医療英単語
約 3,000 語を選び、練習問題を加え繰り
返し学習させる事によって定着させ、語
彙力の伸びを計測した。 
各ユニットに(1)の文章に関連のある語
彙を約 60 語リストアップした。 
 

(1)～(3)を各ユニットに入れ 50 ユニットを
作成した。 
 
(4) 世界的に活躍中の医学者からのメッセ
ージ 

世界で活躍中の日本でトップレベルの医
学者からの医学英語を学ぶ重要性について
のメッセージをビデオ撮影し、3 医学科・1
看護学科で視聴させた。 
 
４．研究成果 
(1) 世界の医療事情 
 学生アンケートで「広く医療事情を学べ、
興味深かった」という意見が大半であった。 
 
(2) 速読力 
 毎週約 1,000 語を速読させ wpm を測定した
が、3 ケ月で平均 30～40%伸びた。(医学科) 

アンケートによれば、wpm を測ることは大
半の学生が「有意義であった」と答え、実感
として「少し速く読めるようになった」とい
う学生が半数であった。 

 
(3) 医療英語語彙 
  必要な基礎用語 3,000 語をリストアップし
た。そのうち約 40％の 1,200 語を 1年間で習
得した。（後期最終の実力テスト結果）(医学
科)e ラーニングによる医療英語語彙習得に
ついて大半の学生が「有意義であった」と答
えた。 
 
(4) 世界的に活躍中の医学者からのメッセ

ージ 
 大きく英語学習のモチベーションを高め
る事が出来た。学生がめざす将来の理想像か
らの英語の重要性のメッセージは、ESP 教育
においての最高の教材である事が証明でき、
全ての領域の英語教育の手法として全国に
提言できるものである。 
 
(1)～(4)全体として、今回開発した eラーニ
ング教材を大半の学生が「有意義であった」



 

と答えた。 
客観的数値は速読力、語彙力に関して大きく
伸びており、学生の実感としても実力がつい
たと感じており非常に評価が高く、当開発研
究の取り組みは成功であったといえる。 
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